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」
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―
雅
と
俗
の
関
係
を
中
心
に

北
宋
の
蘇
軾
（
字
は
子
瞻
、
号
は
東
坡
居
士
）
は
、
唐
代
の
白
居
易
（
字
は
楽
天
、
号
は
香
山
居
士
）
の
人
物
像
を
深
く
敬
慕
し
た
。

そ
も
そ
も
「
東
坡
居
士
」
と
い
う
号
は
白
居
易
の
詩
歌
に
由
来
す
る
言
葉
で
あ
り
、
彼
は
何
度
も
「
自
分
は
楽
天
に
似
て
い
る
」
と
言
っ

て
お
り
、
例
え
ば
「
定
似
香
山
老
居
士
、
世
緣
終
淺
道
根
深
（
定
め
て
似
た
り  

香
山
の
老
居
士
の
、
世
縁
終
に
浅
く  

道
根
深
き
に
）」

と
あ
る（
１
）。
ま
た
、
蘇
軾
の
詩
歌
は
白
居
易
の
影
響
を
強
く
受
け
て
お
り
、
清
代
の
馬
位
の
『
秋
窓
随
筆
』
に
は
、「
東
坡
詩
鎔
化
樂
天
語

及
樂
天
事
甚
多
（
東
坡
の
詩
は
楽
天
の
語
や
楽
天
の
事
を
非
常
に
多
く
取
り
あ
げ
る
）」
と
あ
る（
２
）。
し
か
し
な
が
ら
蘇
軾
は
白
居
易
の
詩

歌
に
対
し
て
不
満
も
持
っ
て
い
た
、
そ
の
中
で
最
も
鋭
い
批
判
は
「
白
俗
」
と
い
う
論
調
で
あ
る
。
こ
の
蘇
軾
の
相
反
す
る
姿
勢
に
つ

い
て
、
研
究
者
の
間
で
は
様
々
な
見
方
が
あ
る
。
ま
ず
王
文
龍
氏
は
、「
蘇
軾
は
楽
天
の
人
と
な
り
は
慕
っ
て
い
た
」、「
し
か
し
、
そ
の

詩
に
対
し
て
は
、
こ
れ
を
重
ん
じ
て
い
た
形
跡
は
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
い
」
と
述
べ
る
。
ま
た
張
海
鴎
氏
は
、
蘇
軾
は
文
化
的
な
側
面
か
ら

白
居
易
に
憧
れ
て
お
り
、
詩
学
で
は
「
白
俗
」
と
い
う
論
述
を
し
た
け
れ
ど
も
、
白
詩
へ
の
賞
賛
と
偏
愛
の
ほ
う
が
そ
の
批
判
よ
り
は

る
か
に
多
い
と
す
る（
３
）。
こ
れ
ら
の
見
解
に
対
し
て
、
筆
者
は
蘇
軾
の
白
詩
へ
の
複
雑
な
態
度
は
彼
の
雅
と
俗
の
価
値
判
断
に
由
来
す
る

と
考
え
る
。
本
稿
で
は
、
蘇
軾
に
お
け
る
「
白
俗
」
の
意
味
に
つ
い
て
、
雅
と
俗
の
関
係
を
中
心
に
再
検
討
し
た
い
。

一　
「
白
俗
」
と
「
浅
易
」
に
つ
い
て

こ
の
「
白
俗
」
と
い
う
論
断
は
、
蘇
軾
と
姻
戚
関
係
に
あ
り
、
浅
か
ら
ぬ
交
わ
り
を
重
ね
て
い
た
柳
子
玉
へ
の
祭
文
に
見
え
る
。
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猗
歟
子
玉
、
南
國
之
秀
。
甚
敏
而
文
、
聲
發
自
幼
。
縱
橫
武
庫
、
炳
蔚
文
囿
。
獨
以
詩
鳴
、
天
賜
雄
咮
。
元
輕
白
俗
、
郊
寒
島
瘦
。

嘹
然
一
吟
、
衆
作
卑
陋
。（
あ
あ
、
子
玉
は
素
晴
ら
し
い
南
国
の
秀
で
た
人
で
あ
る
こ
と
よ
。
甚
だ
敏
速
に
文
章
を
書
き
、
名
声
は

幼
少
の
頃
よ
り
聞
こ
え
て
い
た
。
武
芸
の
場
に
お
い
て
は
縦
横
無
尽
に
振
る
舞
い
、
文
壇
に
お
い
て
も
輝
く
よ
う
で
あ
っ
た
。
特

に
詩
に
お
い
て
有
名
に
な
り
、
天
は
彼
に
優
れ
た
弁
才
を
与
え
た
。
元
稹
の
詩
歌
の
特
色
は
軽
薄
で
あ
り
、
白
居
易
の
特
色
は
凡

俗
で
あ
り
、
孟
郊
の
特
色
は
貧
苦
で
あ
り
、
賈
島
の
特
色
は
羸
痩
で
あ
る
。
し
か
し
、
柳
氏
の
詩
歌
を
一
た
び
朗
朗
と
吟
ず
れ
ば
、

多
く
の
人
の
作
は
み
な
卑
陋
に
見
え
た
。） 

（
蘇
軾
「
祭
柳
子
玉
文
」『
蘇
軾
文
集
』
巻
六
十
三
）

こ
の
文
は
柳
子
玉
の
詩
歌
を
讃
え
る
た
め
、「
元
白
郊
島
」、
即
ち
、
元
稹
・
白
居
易
・
孟
郊
・
賈
島
の
作
風
を
批
判
し
、
す
べ
て
卑

陋
な
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。
花
房
英
樹
氏
の
「
白
俗
論
考（
４
）」
に
は
、「
蘇
軾
の
発
言
は
、
特
殊
な
事
情
の
下
で
な
さ
れ
て
い
た
。
と
は

い
う
も
の
の
、
必
ず
し
も
そ
の
場
に
限
ら
れ
た
も
の
と
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
平
生
の
認
識
を
、
何
ほ
ど
が
含
ん
で
い
る
と
も

考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
特
殊
事
情
以
外
の
場
合
に
お
い
て
、
蘇
軾
は
白
居
易
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
た
か
。
さ
ら
に
、
蘇
軾
の
所
謂
「
白
俗
」
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
か
。
以
下
、

筆
者
は
花
房
氏
の
説
を
参
照
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
再
考
察
す
る
。

ま
ず
、
蘇
軾
は
白
居
易
の
詩
文
に
対
す
る
総
合
的
な
評
価
は
、
決
し
て
「
俗
」
と
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
以
下
、
二
つ
の
材
料

を
見
て
み
よ
う
。

① 

李
太
白
・
韓
退
之
・
白
樂
天
詩
文
、
皆
爲
庸
俗
所
亂
、
可
爲
太
息
。（
李
太
白
・
韓
退
之
・
白
楽
天
の
詩
文
は
、
み
な
凡
俗
な
者

た
ち
に
よ
っ
て
乱
さ
れ
た
。
嘆
か
わ
し
い
こ
と
だ
。） 

（
蘇
軾
「
答
劉
沔
都
曹
書
」『
蘇
軾
文
集
』
巻
四
十
九
）

② 

如
白
樂
天
「
贈
徐
凝
」、
退
之
「
贈
賈
島
」
之
類
、
皆
世
俗
無
知
者
所
託
、
尤
不
足
多
怪
。（
白
楽
天
の
「
徐
凝
に
贈
る
」
や
韓

退
之
の
「
賈
島
に
贈
る
」
な
ど
の
類
が
、
み
な
世
俗
の
無
知
な
者
ど
も
の
仮
託
す
る
対
象
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
咎
め
立

て
す
る
ま
で
も
な
く
、
当
た
り
前
の
こ
と
だ
。） 

（
蘇
軾
「
書
諸
集
偽
謬
」『
蘇
軾
文
集
』
巻
六
十
七
）

こ
の
よ
う
に
、
蘇
軾
は
白
居
易
の
詩
文
が
凡
俗
な
も
の
に
乱
さ
れ
た
の
を
憂
慮
し
て
お
り
、
且
つ
平
素
よ
り
敬
慕
す
る
李
白
や
韓
愈

と
白
居
易
を
同
列
に
並
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
見
る
と
、
彼
の
中
で
は
、
白
居
易
詩
文
の
地
位
は
決
し
て
低
く
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

次
に
、「
白
俗
」
以
外
に
、「
浅
易
」
と
い
う
論
説
で
以
て
不
満
を
表
し
て
い
る
、
次
の
詩
題
を
見
て
み
よ
う
。
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世
傳
徐
凝
「
瀑
布
詩
」
云
「
一
條
界
破
青
山
色
」、
至
爲
塵
陋
。
又
偽
作
樂
天
詩
稱
美
此
句
、
有
「
賽
不
得
」
之
語
。
樂
天
雖
涉
淺

易
、
然
豈
至
是
哉
。
乃
戲
作
一
絶
。（
世
に
伝
わ
る
徐
凝
「
瀑
布
の
詩
」
に
あ
る
「
一
條  

界
破
す  

青
山
の
色
」
と
云
う
句
は
、
至
っ

て
卑
陋
な
も
の
だ
。
ま
た
、
あ
る
人
は
楽
天
の
詩
を
偽
作
し
て
、
此
の
句
を
称
美
し
、「
賽
す
る
を
得
ず
」
の
語
が
あ
る
。
楽
天
は

「
浅
易
」
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
決
し
て
こ
の
よ
う
に
称
美
し
て
は
い
な
い
。
そ
こ
で
、
戯
れ
に
一
絶
句
を
作
る
。）

 

（『
蘇
軾
詩
集
』
巻
二
十
三
）

こ
れ
に
よ
っ
て
、
彼
が
徐
凝
「
瀑
布
詩
」
を
卑
陋
と
指
摘
し
て
い
た
原
因
は
、
ほ
ぼ
詩
句
の
「
界
破
」
の
描
写
が
度
を
過
ぎ
て
、
い

か
に
も
ぎ
ご
ち
な
い
の
で
、
詩
的
興
趣
を
減
殺
す
る
と
感
じ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
白
居
易
が
徐
凝
の
「
瀑
布
詩
」
を
賞
賛
し
た
詩
句
を

「
偽
作
」
と
定
め
た
こ
と
に
鑑
み
て
、
彼
は
白
居
易
を
弁
護
し
て
い
た
と
分
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
蘇
軾
が
白
居
易
詩
歌
へ
対
し
て
の

「
浅
易
」
と
い
う
指
摘
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
見
る
と
、
彼
は
白
詩
に
つ
い
て
、
や
は
り
不
満
な
態
度
も
持
っ
て
い
た
。
即
ち
、
白
居
易

の
詩
歌
の
描
写
は
徐
凝
ほ
ど
で
は
な
い
も
の
の
、
聊
か
「
浅
易
」
で
あ
る
と
い
う
欠
点
も
認
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

白
居
易
詩
歌
に
関
す
る
「
浅
」
の
論
説
は
、
唐
宋
時
代
の
詩
評
論
家
の
共
通
の
認
識
で
あ
っ
た
。
以
下
の
三
つ
の
例
を
挙
げ
る
。

①
學
淺
切
于
白
居
易
、
學
淫
靡
于
元
稹
（
白
居
易
に
「
浅
切
」
を
学
び
、
元
稹
に
「
淫
靡
」
を
学
ぶ
。） （
唐
・
李
肇
『
唐
国
史
補（
５
）』）

②
元
白
尚
輕
淺
（
元
稹
と
白
居
易
と
は
「
軽
浅
」
を
重
ん
ず
る
。） 

（
唐
・
王
定
保
『
唐
摭
言（
６
）』）

③ 

梅
聖
俞
云
、「
狀
難
寫
之
景
如
在
目
前
。」
元
微
之
云
、「
道
得
人
心
中
事
。」
此
固
白
樂
天
長
處
。
然
情
意
失
于
太
詳
、
景
物
失

于
太
露
、
遂
成
淺
近
、
略
無
餘
蘊
、
此
其
所
短
處
。（
梅
聖
兪
は
（
白
居
易
に
つ
い
て
）「
描
写
し
に
く
い
景
色
を
目
前
に
在
る

か
の
よ
う
に
表
現
す
る
」
と
云
う
。
元
稹
は
「
人
の
心
の
中
を
言
明
す
る
」
と
云
う
。
こ
れ
ら
は
元
よ
り
白
居
易
の
長
所
で
あ

る
。
し
か
し
、
情
意
が
細
か
く
表
現
さ
れ
、
景
物
が
度
を
過
ぎ
て
露
わ
に
描
写
さ
れ
る
と
、
遂
に
「
浅
近
」
に
陥
っ
て
、
余
韻

が
残
ら
な
い
。
こ
れ
は
白
居
易
の
短
所
で
あ
る
。） 

（
宋
・
張
戒
『
歳
寒
堂
詩
話（
７
）』）

 

こ
こ
に
挙
げ
る
李
肇
の
説
で
は
白
居
易
は
「
浅
切
」
で
あ
り
、
ま
た
、
王
定
保
に
拠
れ
ば
、
元
稹
と
白
居
易
と
は
「
軽
浅
」
と
見
な

さ
れ
る
。
こ
の
王
定
保
の
説
は
元
稹
に
つ
い
て
は
「
軽
」
で
あ
り
、
白
居
易
に
つ
い
て
は
「
浅
」
で
あ
る
と
も
読
め
る
。
蘇
軾
の
所
謂

「
元
軽
白
俗
」
は
こ
の
「
元
軽
白
浅
」
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、「
俗
」
は
「
浅
」
の
方
向
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
「
白
俗
」
や
「
浅
易
」
の
表
現
は
、
張
戒
の
挙
げ
る
、
自
然
の
景
物
や
衆
人
の
情
意
に
関
す
る
描
写
が
「
浅
近
」
に
陥
っ
て
、
余
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韻
が
残
ら
な
い
と
い
う
白
居
易
の
短
所
と
同
様
で
あ
る
。

二　

蘇
軾
の
雅
俗
観
念
に
つ
い
て

で
は
、
詩
文
評
論
で
「
俗
」
を
用
い
た
蘇
軾
は
、
ど
の
よ
う
な
雅
俗
観
念
を
持
っ
て
い
た
の
か
。

（
１
）
士
俗
不
可
醫
（
士
俗
た
れ
ば
醫い
や

す
べ
か
ら
ず
）

ま
ず
、
蘇
軾
は
儒
家
の
伝
統
的
な
道
徳
修
養
を
守
っ
て
、
士
大
夫
が
俗
に
染
ま
っ
て
は
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
た
。

可
使
食
無
肉
、
不
可
居
無
竹
。
　
食
を
し
て
肉
無
か
ら
し
む
べ
く
も
、
居
を
し
て
竹
無
か
ら
し
む
べ
か
ら
ず
。

無
肉
令
人
瘦
、
無
竹
令
人
俗
。
　
肉
無
く
ん
ば
人
を
し
て
痩
せ
し
め
、
竹
無
く
ん
ば
人
を
し
て
俗
な
ら
し
む
。

人
瘦
尚
可
肥
、
士
俗
不
可
醫
。
　
人
痩
せ
れ
ば
尚
ほ
肥
ゆ
べ
し
、
士
俗
た
れ
ば
醫い
や

す
べ
か
ら
ず
。

 

（
蘇
軾
「
于
潜
僧
緑
筠
軒
」『
蘇
軾
詩
集
』
巻
九
）

蘇
軾
の
影
響
を
受
け
て
い
た
門
人
の
黄
庭
堅
も
同
様
の
「
雅
」
と
「
俗
」
の
弁
に
固
執
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

士
大
夫
處
世
、
可
以
百
爲
、
唯
不
可
俗
。
俗
便
不
可
醫
。（
士
大
夫
が
世
の
中
で
生
き
て
ゆ
く
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
事
を
為
す
べ
き
で

あ
る
が
、
俗
な
こ
と
だ
け
は
し
て
は
な
ら
ぬ
。
俗
な
者
と
な
れ
ば
、
そ
れ
は
治
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
だ
。）

 

（
黄
庭
堅
「
書
繒
巻
後
」『
山
谷
集（
８
）』
内
集
巻
二
十
九
）

以
上
の
よ
う
に
、
蘇
軾
と
黄
庭
堅
は
、「
士
」
と
し
て
「
士
俗
不
可
醫
」
で
あ
り
、
ま
た
、「
俗
便
不
可
醫
」
と
い
う
規
範
に
則
っ
て

お
り
、
自
戒
し
て
い
た
。
自
然
界
に
お
い
て
節
が
あ
る
「
竹
」
は
、
古
来
士
大
夫
人
の
節
操
の
象
徴
で
も
あ
り
、
蘇
軾
の
「
無
竹
令
人

俗
」
の
説
は
、
節
操
が
あ
れ
ば
「
不
俗
」
と
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
意
味
を
含
ん
で
い
た
。
蘇
軾
は
、
士
大
夫
の
「
名
節
」
に
つ
い
て
、

以
下
の
よ
う
に
解
釈
し
た
。

士
大
夫
砥
礪
名
節
、
正
色
立
朝
。
不
務
雷
同
以
固
求
祿
位
。
非
獨
人
臣
之
私
義
、
乃
天
下
國
家
所
恃
以
安
者
也
（
士
大
夫
は
名
節

の
た
め
に
励
ん
で
、
正
々
堂
々
と
朝
廷
に
立
つ
べ
し
。
雷
同
し
て
俸
禄
や
官
位
を
汲
々
と
求
め
て
は
い
け
な
い
。
こ
の
こ
と
は
人

臣
と
し
て
の
勝
手
な
定
義
付
け
で
は
な
く
、
天
下
国
家
が
頼
み
と
し
、
安
定
す
る
た
め
の
定
義
で
あ
る
。）
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（
蘇
軾
「
張
九
齢
不
肯
用
張
守
珪
牛
仙
客
」『
蘇
軾
文
集
』
巻
七
）

こ
の
よ
う
に
、
蘇
軾
は
、
朝
臣
た
ち
が
「
禄
位
」、
即
ち
俸
禄
や
官
位
を
求
め
て
付
和
雷
同
す
る
こ
と
に
強
く
反
対
し
、「
名
節
」
を

高
め
ん
と
務
め
る
こ
と
が
天
下
の
安
定
に
繋
が
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
こ
そ
が
士
大
夫
の
果
た
す
べ
き
任
で
あ
る
こ
と
を
提
唱
し
た
。

こ
の
「
名
節
」
つ
い
て
は
、
士
大
夫
が
必
ず
励
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
独
立
し
た
品
格
で
あ
り
、
即
ち
道
徳
教
養
に
お
い
て
「
不
俗
」

の
表
現
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
以
俗
爲
雅
（
俗
を
以
て
雅
を
為
す
）

し
か
し
、
前
述
し
た
「
士
俗
不
可
醫
」
の
論
説
に
反
し
て
、
蘇
軾
に
は
以
下
の
よ
う
な
言
が
あ
る
。

「
詩
須
有
爲
而
作
、
用
事
當
以
故
爲
新
、
以
俗
爲
雅
。
好
奇
務
新
乃
詩
之
病
。」（
詩
は
必
要
性
が
あ
っ
て
作
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、

典
故
の
引
用
を
す
る
に
は
古
い
言
葉
に
よ
っ
て
新
味
を
出
し
、
通
俗
な
表
現
で
も
っ
て
高
雅
な
作
品
を
著
す
も
の
で
あ
る
。
奇
を

て
ら
い
、
斬
新
さ
を
出
そ
う
と
務
め
る
の
は
詩
の
悪
弊
で
あ
る
。） 

（
蘇
軾
「
題
柳
子
厚
詩
二
首
」『
蘇
軾
文
集
』
巻
六
十
六
）

以
上
の
よ
う
に
、「
以
俗
為
雅
」
は
、
詩
歌
を
創
作
す
る
際
の
重
要
な
要
素
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
の
詩
歌
の
創
作
法
は
、
宋
詩
の
発

展
の
背
景
に
深
く
関
係
す
る
と
言
え
よ
う
。
蘇
軾
と
同
時
代
の
王
安
石
は
「
世
間
好
語
言
已
被
老
杜
道
盡
、
世
間
俗
語
言
已
被
樂
天
道

盡（
９
）（
世
に
伝
わ
る
素
晴
ら
し
い
言
葉
は
既
に
杜
甫
に
よ
っ
て
尽
く
言
わ
れ
、
世
に
伝
わ
る
俗
な
言
葉
は
既
に
白
居
易
に
よ
っ
て
尽
く
言

わ
れ
て
し
ま
っ
た
）」
と
い
っ
た
。
王
安
石
の
言
は
、
宋
代
の
詩
人
が
唐
詩
の
輝
か
し
い
成
果
に
莫
大
な
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
た
こ
と

の
表
出
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
苦
境
に
対
し
て
、
蘇
軾
は
「
以
故
為
新
、
以
俗
為
雅
」
と
い
う
詩
学
の
創
作
方
法
を
提

唱
し
た
。
こ
の
場
合
、
最
終
的
な
目
的
は
「
新
」
や
「
雅
」
に
至
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
雅
」
は
雅
語
に
よ
っ
て
高
雅
な

精
神
を
詠
ん
だ
伝
統
的
な
「
雅
」
の
観
念
で
は
な
く
、「
古
」
い
も
の
や
「
俗
」
な
る
も
の
に
よ
っ
て
「
新
」
し
い
「
雅
」
を
生
み
出
す

こ
と
な
の
で
あ
る
。

「
以
俗
為
雅
」
の
詩
法
は
、
馬
祖
や
臨
済
を
代
表
と
す
る
洪
州
禅
の
「
平
常
心
是
道
（
平
常
心
こ
そ
が
行
う
べ
き
道
で
あ
る
）」
と
い

う
禅
法
と
相
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
周
裕
鍇
氏
が
『
文
字
禅
与
宋
代
詩
学（

（1
（

』
に
お
い
て
述
べ
た
通
り
、
禅
宗
の
典
籍
に
お
い
て
俗
語
を

用
い
た
「
行
住
坐
臥
」
や
「
著
衣
喫
飯
」
な
ど
の
「
公
案
」
は
、
宋
詩
の
「
以
俗
爲
雅
」
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
禅
宗
に
傾
倒
し

た
蘇
軾
は
、
以
下
の
よ
う
な
日
常
の
世
俗
的
な
生
活
の
中
に
仏
性
を
見
る
と
い
う
悟
り
を
述
べ
て
い
た
。
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往
時
陳
述
古
好
論
禪
、
自
以
爲
至
矣
、
而
鄙
僕
所
言
爲
淺
陋
。
僕
嘗
語
述
古
、「
公
之
所
談
、
譬
之
飲
食
龍
肉
也
、
而
僕
之
所
學
、

豬
肉
也
。
豬
之
與
龍
、
則
有
間
矣
、
然
公
終
日
説
龍
肉
、
不
如
僕
之
食
豬
肉
、
實
美
而
眞
飽
也
。」（
往
時
、
陳
述
古
は
禅
話
を
論

ず
る
こ
と
を
好
み
、
至
境
を
究
め
た
と
自
負
し
、
そ
の
上
で
私
の
説
を
浅
薄
な
も
の
と
軽
蔑
し
た
。
私
は
嘗
て
述
古
に
「
あ
な
た

の
論
説
は
、
飲
食
に
喩
え
れ
ば
龍
肉
で
あ
り
、
僕
の
学
ん
だ
の
は
豚
肉
で
す
。
豚
は
龍
と
は
隔
た
り
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
あ
な
た

が
終
日
龍
肉
の
説
を
言
う
の
は
、僕
が
豚
肉
を
食
べ
、そ
れ
で
実
に
美
味
し
く
腹
一
杯
に
な
る
こ
と
に
は
及
び
ま
せ
ん
」と
言
っ
た
。）

 

（
蘇
軾
「
答
畢
仲
挙
書
」『
蘇
軾
文
集
』
巻
五
十
六
）

蘇
軾
は
畢
仲
挙
へ
の
書
簡
で
、
陳
襄
（
字
は
述
古
）
と
一
緒
に
禅
理
を
討
論
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
る
。
こ
の
二
人
は
、
と
も

に
禅
に
傾
倒
し
た
が
、
二
人
が
奉
じ
て
い
た
禅
法
は
全
く
異
な
っ
て
い
た
。
陳
述
古
の
玄
妙
な
る
禅
理
に
対
し
て
、
蘇
軾
は
「
超
越
的

な
も
の
」
に
拘
泥
せ
ず
、
平
俗
な
生
活
に
お
い
て
禅
の
味
わ
い
を
楽
し
む
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
。
彼
は
こ
の
二
つ
の
修
行
方
法
を
龍

肉
と
豚
肉
を
食
べ
る
こ
と
で
比
喩
し
た
。
常
識
に
拠
れ
ば
、
龍
肉
が
高
雅
な
も
の
で
あ
り
、
豚
肉
が
通
俗
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

龍
肉
は
た
だ
夢
の
中
で
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
食
べ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
豚
肉
は
一
見
俗
っ
ぽ
い
け
れ
ど
も
、「
実
美
而
真

飽
也
」
な
も
の
で
あ
っ
た
。「
以
俗
為
雅
」
の
悟
り
の
よ
う
に
、
蘇
軾
は
崇
高
な
る
禅
の
教
え
を
実
際
の
生
活
の
中
で
味
わ
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
蘇
軾
の
雅
俗
に
関
す
る
考
え
は
複
雑
で
あ
っ
た
。
彼
は
儒
家
の
伝
統
的
道
徳
に
よ
っ
て
、
士
大
夫
と
し
て
の
「
雅
」

と
「
俗
」
の
弁
を
奉
じ
、「
士
俗
不
可
醫
」
と
い
う
戒
め
を
厳
守
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
彼
は
世
俗
か
ら
仏
性
を
見
る
と

い
う
禅
理
に
よ
っ
て
、
生
活
態
度
や
詩
歌
創
作
に
お
い
て
、「
以
俗
為
雅
」
の
法
則
を
提
唱
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

三　

蘇
軾
の
「
白
俗
」
へ
の
受
容
に
つ
い
て

「
白
俗
」
の
説
は
蘇
軾
の
白
居
易
詩
歌
へ
の
受
容
の
一
部
分
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
本
節
で
は
、
蘇
軾
の
「
白
俗
」
へ
の
受
容
に
つ
い

て
考
察
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
南
宋
の
周
必
大
（
一
一
二
六
～
一
二
〇
四
）
の
以
下
の
論
説
か
ら
始
め
よ
う
。
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本
朝
蘇
文
忠
公
不
輕
許
可
、
獨
敬
愛
樂
天
、
屢
形
詩
篇
。
蓋
文
章
皆
主
辭
達
、
而
忠
厚
好
施
、
剛
直
盡
言
、
與
人
有
情
、
與
物
無

著
、
大
略
相
似（

（1
（

（
本
朝
の
蘇
文
忠
公
は
軽
々
し
く
誰
か
を
認
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
た
だ
白
楽
天
だ
け
は
敬
愛
し
て
お
り
、

公
の
詩
篇
に
は
そ
れ
が
頻
り
に
表
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
彼
ら
の
詩
文
が
意
味
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
、
懇
々
と
丁

寧
に
言
い
表
す
の
を
好
み
な
が
ら
、
剛
直
に
言
葉
を
尽
く
し
、
人
に
対
し
て
情
味
が
あ
り
な
が
ら
、
物
に
対
し
て
執
着
す
る
こ
と

な
い
点
で
お
お
よ
そ
似
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。） 

（
宋
・
周
必
大
『
二
老
堂
詩
話
』）

周
必
大
は
蘇
軾
が
か
ね
て
よ
り
白
楽
天
の
人
と
な
り
を
慕
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
幾
つ
か
の
理
由
を
挙
げ
て
論
じ
て
き
た
が
、

特
に
こ
こ
に
云
う
「
辞
達
」
に
つ
い
て
注
目
し
た
い
。「
辞
達
」
は
平
易
や
滑
ら
か
な
言
語
に
よ
っ
て
、
意
味
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
あ

る
。
即
ち
、
蘇
軾
が
白
居
易
の
詩
歌
の
「
浅
易
」
の
傾
向
に
不
満
を
持
ち
な
が
ら
も
、
そ
の
分
り
易
い
部
分
に
共
感
し
た
面
も
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

こ
の
矛
盾
す
る
態
度
に
つ
い
て
、
清
代
の
査
慎
行
（
一
六
五
〇
～
一
七
二
七
）
は
『
初
白
庵
詩
評
』
の
中
で
、
蘇
軾
の
「
李
頎
秀
才

善
画
山
以
両
軸
見
寄
仍
有
詩
次
韻
答
之
」
の
、

平
生
自
是
箇
中
人
、
欲
向
漁
舟
便
寫
眞
。
　
平
生  

自
ら
是
れ
箇
中
の
人
、
漁
舟
に
向お
い

て
便
ち
真
を
写
さ
ん
と
欲
す
。

詩
句
對
君
難
出
手
、
雲
泉
勸
我
早
抽
身
。
　
詩
句
君
に
対
し
て
手
を
出
し
難
く
、
雲
泉
我
に
勧
め
て
早
く
身
を
抽
か
し
む
。

年
來
白
髮
驚
秋
速
、
長
恐
青
山
與
世
新
。
　
年
来
白
髪
秋
の
速
か
な
る
に
驚
き
、
長
く
恐
る
青
山
世
と
新
な
る
を
。

從
此
北
歸
休
悵
望
、
囊
中
收
得
武
林
春
。
　
此
れ
よ
り
北
に
帰
ら
ば
悵
望
す
る
こ
と
を
休
め
ん
、
囊
中
収
め
得
た
り
武
林
の
春
。

に
対
し
て
、「
先
生
不
滿
意
於
樂
天
・
東
野
、
然
時
一
學
其
格
。
如
此
篇
者
移
置
『
長
慶
集
』、
正
復
難
辨（

（1
（

（
先
生
は
楽
天
や
東
野
に
不

満
を
持
ち
な
が
ら
も
、
然
し
時
に
は
そ
の
彼
ら
の
格
調
を
倣
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
詩
篇
を
『
白
氏
長
慶
集
』
に
移
入
す
れ
ば
、
確

か
に
作
者
の
判
別
は
難
し
い
）」
と
評
し
て
い
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
李
頎
へ
の
詩
に
つ
い
て
は
、
文
字
通
り
の
意
味
に
過
ぎ
ず
、

日
常
性
の
対
話
を
表
象
し
、
白
詩
の
よ
う
な
「
浅
易
」
の
特
徴
を
含
ん
で
い
た
。

ま
た
、
紀
昀
も
蘇
軾
の
「
新
灘
」・「
張
寺
丞
斎
」・「
劉
丑
斯
詩
」・「
異
雀
」
な
ど
の
作
品
を
「
純
是
香
山
門
徑
（
純
粋
な
る
白
香
山

の
門
径
）」
や
「
香
山
一
派
（
白
香
山
の
流
派
）」
と
評
し
て
い
た（

（1
（

。
さ
ら
に
、
現
代
の
銭
基
博
氏
も
蘇
軾
の
詩
を
「
得
白
香
山
之
容
易

（
白
香
山
の
平
易
を
得
た
）」
と
述
べ
て
い
る（

（1
（

。
こ
れ
ら
か
ら
見
れ
ば
、
蘇
軾
が
「
白
俗
」
を
批
判
し
た
け
れ
ど
も
、
彼
の
詩
が
白
居
易
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の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
も
十
分
に
あ
る
と
指
摘
で
き
る
。

蘇
軾
は
白
居
易
の
詩
歌
を
全
面
的
に
受
容
し
た
わ
け
で
は
な
く
、「
以
俗
為
雅
」
と
い
う
詩
法
を
持
っ
て
、
そ
の
「
浅
易
」
に
過
ぎ
る

部
分
を
改
造
し
た
と
言
え
る
。
蘇
軾
の
詩
の
中
で
、
白
詩
を
取
り
入
れ
た
彼
の
作
品
を
白
詩
と
比
べ
れ
ば
、「
浅
易
」
の
弊
害
を
除
い

て
、
も
っ
と
含
蓄
に
富
ん
だ
作
品
に
仕
上
げ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
以
下
の
例
を
分
析
し
よ
う
。

①
山
下
望
山
上
、
初
疑
不
可
攀
。
　
　
山
下
よ
り  

山
上
を
望
め
ば
、
初
め
は
攀
づ
べ
か
ら
ざ
る
か
と
疑
ふ
。

 

誰
知
中
有
路
、
盤
折
通
巖
巔
。
　
　
誰
か
知
ら
ん
中
に
路
あ
り
、
盤
折
し
て
巖
巓
に
通
ず
る
を
。

 

（
白
居
易
「
遊
悟
真
寺
一
百
三
十
韻
」『
白
氏
文
集
』
巻
六
）

②
仰
觀
初
無
路
、
誰
信
平
如
砥
。
　
　
仰
ぎ
観
れ
ば
初
め
道
無
し
、
誰
か
信
ぜ
ん
平
ら
か
に
し
て
砥
の
如
き
を
。

 

（
蘇
軾
「
金
山
妙
高
台
」『
蘇
軾
詩
集
』
巻
二
十
六
）

こ
の
二
首
の
詩
は
す
べ
て
山
の
麓
か
ら
頂
き
を
仰
望
し
、
最
初
に
登
る
道
が
な
い
こ
と
を
疑
っ
た
が
、
最
後
に
順
調
に
行
け
る
と
い

う
こ
と
を
描
写
す
る
の
で
あ
る
。
白
居
易
は
正
面
切
っ
て
、
こ
の
こ
と
を
平
板
に
書
き
出
し
て
、
屈
折
の
趣
が
少
な
い
。
一
方
、
蘇
軾

は
洗
練
し
た
言
語
と
飛
躍
的
な
構
想
に
よ
っ
て
、
も
っ
と
含
蓄
の
あ
る
詩
と
し
、
雅
致
の
趣
を
表
出
し
て
い
る
。「
仰
観
」
二
字
は
「
山

下
望
山
上
」
一
句
の
意
味
を
含
ん
で
、
凝
縮
さ
れ
た
言
葉
で
要
領
を
得
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
蘇
軾
の
「
誰
信
平
如
砥
」
一
句
は
、

白
居
易
の
「
誰
知
中
有
路
、
盤
折
通
巖
巔
」
二
句
を
凝
縮
し
た
形
と
も
言
え
る
。

次
に
、
情
意
の
表
現
に
つ
い
て
、
蘇
軾
は
意
識
的
に
、
白
居
易
の
直
流
的
な
発
想
を
避
け
、
抒
情
的
な
余
韻
を
残
し
て
い
る
。
以
下

の
二
つ
の
例
を
比
較
し
て
見
よ
う
。

①
可
憐
身
與
世
、
從
此
兩
相
忘
。
　
　
憐
む
べ
し
身
と
世
と
、
此
よ
り
両
つ
な
が
ら
相
忘
れ
ん
。

 

（
白
居
易
「
渭
村
退
居
寄
礼
部
崔
侍
郎
翰
林
銭
舍
人
詩
一
百
韻
」『
白
氏
文
集
』
巻
十
五
）

②
身
世
永
相
忘
。
　
　
身
世
永
く
相
忘
る
。 

（
蘇
軾
「
過
大
庾
嶺
」『
蘇
軾
詩
集
』
巻
三
十
八
）

白
居
易
は
上
句
の
想
が
下
句
に
直
線
的
に
流
れ
進
み
、
諄
く
て
感
情
を
述
べ
て
い
る
。
蘇
軾
は
白
居
易
の
二
句
を
「
身
世
永
相
忘
」

に
洗
練
し
て
、
簡
潔
な
抒
情
で
豊
富
的
な
意
味
を
読
者
に
感
じ
さ
せ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
白
居
易
の
詩
歌
は
、
確
か
に
景
物
や
情
意
に
関
す
る
描
写
が
浅
薄
で
あ
り
、
余
韻
を
残
さ
な
い
傾
向
に
あ
っ
た
。
こ
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の
点
を
、
蘇
軾
は
「
白
俗
」
や
「
浅
易
」
と
見
な
し
た
上
で
、
受
容
し
て
推
敲
を
加
え
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
即
ち
、
度
を
過
ぎ
て

露
わ
に
描
写
し
た
景
物
を
精
錬
さ
せ
、
こ
と
細
か
に
述
べ
た
情
意
を
簡
潔
に
し
な
が
ら
含
蓄
を
備
え
た
表
現
に
変
え
る
。
こ
れ
こ
そ
「
以

俗
為
雅
」
と
い
う
詩
法
の
成
功
し
た
例
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
蘇
軾
は
、「
白
俗
」
に
対
し
て
表
現
を
独
自
に
洗
練
さ
せ
た
が
、
こ
れ
に
は
精
神
面
の
批
判
も
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
。
上
述
の

と
お
り
、
蘇
軾
は
精
神
的
な
形
態
に
お
い
て
、
雅
と
俗
の
弁
を
厳
守
し
、
高
雅
を
重
ん
じ
て
、
俗
念
を
去
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
白
居
易
の
精
神
世
界
に
お
い
て
は
、
世
俗
の
し
き
た
り
や
官
吏
の
俸
禄
か
ら
抜
け
出
せ
な
か
っ
た
。
銭
鍾
書
氏
は
白

居
易
の
「
移
家
入
新
宅
」
に
お
け
る
「
幸
有
俸
祿
在
、
而
無
職
役
羈
。（
幸
ひ
に
俸
禄
の
在
る
有
る
も
、
而
し
て
職
役
の
羈
す
無
し
。）」

と
い
う
詩
句
を
「
詞
沓
意
盡
、
調
俗
氣
糜（

（1
（

（
詩
句
が
混
じ
り
合
い
、
意
が
尽
き
て
、
格
調
が
卑
俗
化
し
、
雰
囲
気
が
紊
乱
に
な
っ
て
い

る
）」
と
批
判
し
た
。
こ
の
「
詞
沓
意
尽
」
は
芸
術
的
な
表
現
に
お
け
る
弊
害
を
指
し
、「
調
俗
気
糜
」
は
作
品
の
「
卑
陋
」
の
精
神
格

調
を
指
摘
し
た
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
蘇
軾
の
門
人
の
黄
庭
堅
は
既
に
、
こ
の
二
人
の
精
神
の
格
調
の
違
い
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
論
説
し
て
い
た
。

樂
天
名
位
聊
相
似
、
卻
是
初
無
富
貴
心
。
　
　
楽
天
の
名
位  

聊
か
相
ひ
似
た
り
、
却
て
是
れ
初
め
よ
り
富
貴
の
心
無
し
。

 

（
黄
庭
堅
「
子
瞻
去
歳
春
夏
侍
立
邇
英
、
子
由
秋
冬
間
相
繼
入
侍
、
作
詩
各
述
所
懐
。
予
亦
次
韻
」
其
四
『
山
谷
集
』
内
集
巻
九
）

「
富
貴
心
」
の
有
無
に
は
、
白
居
易
と
蘇
軾
と
の
精
神
境
地
の
重
要
な
相
違
で
あ
っ
た
。
即
ち
、「
士
俗
不
可
醫
」
の
道
徳
の
基
準
を

持
っ
て
い
た
蘇
軾
は
、
必
ず
白
居
易
詩
歌
の
こ
の
よ
う
な
俗
念
を
超
越
し
よ
う
と
望
ん
で
い
た
。

結　
　

び

以
上
、「
白
俗
」
の
説
は
蘇
軾
の
白
詩
批
判
で
あ
る
反
面
、
彼
の
白
詩
受
容
の
一
部
分
で
も
あ
る
。
蘇
軾
の
白
詩
へ
の
矛
盾
す
る
こ
の

態
度
に
は
、
彼
自
身
の
雅
俗
観
念
と
深
く
関
係
が
あ
る
。
即
ち
彼
は
「
以
俗
為
雅
」
の
法
則
に
よ
っ
て
白
詩
の
「
俗
」
や
「
浅
易
」
の

傾
向
を
自
発
的
に
吸
収
し
、
そ
の
冗
長
な
部
分
を
凝
縮
し
含
蓄
の
あ
る
表
現
に
変
え
て
い
た
。
ま
た
精
神
修
養
面
に
お
い
て
は
、
彼
独

自
の
「
不
俗
」
の
基
準
に
よ
り
、
白
詩
の
卑
俗
な
精
神
格
調
に
対
し
、
不
満
な
態
度
も
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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注

※
本
稿
の
白
居
易
や
蘇
軾
の
詩
文
の
引
用
は
、
岡
村
繁
『
白
氏
文
集
』（
明
治
書
院
、
新
釈
漢
文
大
系
、『
四
部
叢
刊
』
所
収
の
那
波
本
）、
清
・

王
文
誥
輯
註
、
孔
凡
礼
点
校
『
蘇
軾
詩
集
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
）、
孔
凡
礼
点
校
『
蘇
軾
文
集
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
年
）
を
底

本
と
す
る
。

（
１
）  

蘇
軾
「
軾
以
去
歳
春
夏
、
侍
立
邇
英
、
而
秋
冬
之
交
、
子
由
相
継
入
侍
、
次
韻
絶
句
四
首
、
各
述
所
懐
」
の
其
四
よ
り
引
く
。
ま
た
、

「
次
京
師
韻
送
表
弟
程
懿
叔
赴
虁
州
運
判
」
に
も
「
我
甚
似
樂
天
、
但
無
素
與
蠻
。」
と
あ
る
。

（
２
）  

清
・
王
夫
之
『
清
詩
話
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
八
二
七
頁
。

（
３
）  

王
文
龍
『
東
坡
詩
話
全
編
箋
注
』（
西
南
師
範
大
学
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
四
九
頁
。
張
海
鴎
著
、
阿
部  

順
子
訳
「
蘇
軾
に
お
け
る

白
居
易
の
文
化
的
受
容
と
詩
学
批
判
」（『
橄
欖
』
第
一
一
号
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
４
）  

花
房
英
樹
「
白
俗
論
考
」（
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
、『
人
文
』
第
二
十
一
号
、
一
九
六
九
年
）
八
九
頁
。

（
５
）  

唐
・
李
肇
『
新
校
唐
国
史
補
』
巻
下
（
台
北
世
界
書
局
、
一
九
九
一
年
）。

（
６
）  

唐
・
王
定
保
『
唐
摭
言
』
巻
十
一
「
無
官
受
黜
」
の
条
（
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
）。

（
７
）  

宋
・
張
戒
『
歳
寒
堂
詩
話
』
巻
上
（
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
）。

（
８
）  

本
稿
で
使
用
す
る
『
山
谷
集
』
テ
キ
ス
ト
は
台
湾
商
務
印
書
館
影
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
（
一
九
八
三
年
）
と
す
る
。

（
９
）  

宋
・
胡
仔
『
苕
谿
漁
隠
叢
話
』
の
「
杜
少
陵
九
」
の
条
（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
六
二
年
）。

（
10
）  

周
裕
鍇
『
文
字
禅
与
宋
代
詩
学
』（
高
等
教
育
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）、
二
〇
六
～
二
二
七
頁
。

（
11
）  

宋
・
周
必
大
『
二
老
堂
詩
話
』
の
「
東
坡
立
名
」
の
条
（
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
）。

（
12
）  

清
・
査
慎
行
『
初
白
庵
詩
評
』
巻
中
（
張
氏
渉
園
観
楽
堂
本
、
清
・
乾
隆
四
十
二
年
）。

（
13
）  

清
・
紀
昀
『
蘇
文
忠
公
詩
集
』（
韞
玉
書
房
本
、
清
・
同
治
八
年
）。

（
14
）  

銭
基
博
『
中
国
文
学
史
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）、
五
〇
一
頁
。

（
15
）  

銭
鍾
書
『
談
芸
録
』（
生
活
・
読
書
・
新
知
三
聯
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）。


